
の足跡 (19)

若尾紀夫 (C昭 39・院 41)

玉利喜遣初代校長（以下校長）が盛岡高等農林学

校の創設とその初期発展に深く関わっていたことは

前報 (133号）で述べた。予利喜造校長が赴任した

前年の明治35年と明治38年には東北地方は大冷害凶

作に襲われ、盛岡高等農林学校は重利校長指導のも

と冷害凶作や飢饉という宿命的な難題に立ち向かう

ことになり、それを原点に盛岡高農における冷害凶

作の研究が始まる (20,25,26,27)。本稿以降では、盛

岡高等農林学校における初期冷害（気象）研究を取

り上げ、玉利喜造校長• 関豊太郎教授。宮澤賢治の

足跡を中心に述べる。その概要を図 1に示し

東北地方は古来常習的冷害凶作に悩まされてき

た。江戸時代（宝暦・ 天明・天保等）の大凶作、明

治以降の度重なる凶作により農業農村は疲弊荒廃し

農民の生活は想像を絶する悲惨な状況であった。明

2年から昭和10年までの代表的な冷害凶作年と盛

岡高等農林学校• 玉利喜造校長。関農太郎教授。宮

澤賢治の履歴を以下に示した (18,19)。

• 明治 2年 (1869): 大冷害凶作

• 明治29年 (1896): 〔賢治誕生〕

。明治35年 (1902): 大冷害凶作〔賢治6歳〕

〔盛岡高農創設〕

• 明治36年 (1903): [玉利喜造校長就任〕

。明治38年 (1905): 大冷害凶作〔賢治 9歳〕

〔盛岡高農開校式〕

〔関豊太郎教授就任〕

。明治39年 (1906): 冷害凶作〔賢治10歳〕

。明治42年 (1909): 〔玉利喜造校長退職〕

e 明治43年 (1910): 冷害凶作

• 大正元年 (1912): 〔盛岡高農本館竣工〕

• 大正 2年 (1913): 大冷害凶作〔賢治17歳〕

［関農太郎教授留学から帰国〕

。大正 4年 (1915): (賢治19歳：盛岡高農入学〕

。大正 7年 (1918): 〔賢治22歳：盛岡高農卒業。

研究科入学〕

• 大正 9年 (1920): 〔賢治24歳：研究科修了〕

［関賎太郎敦授退職〕

玉利喜造初代校長

東北における常習的冷害凶作の克服

り組み

（明治40

•凶作四十年周期説

疇呻説 11 ・ 凶冷原因の調査研究

「凶作の予知」の可能性 1 凶冷予知の研究

隠

玉利堂の易断（占い）

深作の豊凶の易断 凶作原因調査報告「東北ノ凶作目沿岸海

・醐眩長の麟における冷輝告 I 釦ノ関係二就号］（明治約年）

浸画で風刺・批判• 中傷 ・悔氷説／太陽黒点説僅鳴f)

官澤賢治

関教授の冷害気象の研究

』
賢治への影響

且・凶作・飢餓• その他

農業災害に関心を深める

~ 
□五競作品に影響

・「グスコーブドリの伝記j

i • 「雨ニモマケズi

I 刷砂予想繹表(~~! 報） _I 
］ 

図1 盛岡高農における初期冷害（気象）研究：玉利喜造初代校長→関聾太郎教授→宮澤賢治
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• 昭和 2年 (1927): 大冷害凶作〔賢治31歳〕

• 昭和 5年 (1930): 冷害凶作

。昭和 6年 (1931): 冷害凶作

• 昭和 7年 (1932): 〔グスコーブドリの伝記〕

• 昭和 8年 (1933): 〔賢治37歳逝去〕

，昭和 9年 (1934): 大冷害凶作

。昭和10年 (1925): 冷害凶作

明治30年代に入り、明治政府は東北地方における

冷害対策令農業振興を重要な国策として取り上げ、

盛岡高等農林学校が設置された。その創設と設計、

更に開学始動と伝統構築に深く関わった人物が玉利

喜造校長であった（写真 1)。

玉利喜造初代校長の略歴

鹿児島出身の玉利喜造校長 (1856~1931) は、明

治10年 1月31日農事修学場（同年10月10日：駒場農

学校）に入学し、明治13年3月13日駒場農学校農学

科本科を卒業（第 1回卒業生：農学士）後、明治13

年7月30日に勧農局雇となる。明治15年6月15日に

駒場農学校の助教となり、その後2ヶ年米国へ留学

（明治18年8月1日～明治20年12月28日）、婦国後に

東京農林学校教授（明治20年12月28日）に任命され

た (21)。

注：東京農林学校は明治1_9年7月に駒場農学校と

山林学校が合併して設立。明治23年6月11日東京農

林学科は農科大学となり東京帝国大学の分科（東京

帝国大学農科大学）となる。

明治23年6月2Q日東京帝国大学農科大学の助教授

となり、明治24年 4 月1~日農科大学教授に任命され、

畜産学講座担任（園芸学講座分担）となる。我が国

最初の農学博士（第1号）を授与される（明治32年

3月27日） (21)。

写真1 玉利喜造初代校長
（明治36年1月～明治42年5月）

玉利喜造教授は、明治33年3月13日高等農林学校

創立設計委員（文部省）を命ぜられ、高等農林学校

の盛岡への設置に関わり、明治36年1月15日付けで

盛岡高等農林学校初代校長 (47歳）となった。明治

42年5月4日には故郷鹿児島高等農林学校の初代校

長 (53歳）として転出。玉利教授は農学者として農

学教育者として我が国の農学発展に貢献、また全国

農事会を組織し地方農会の育成に尽力、更に寒地に

おける初期冷害気象の研究に関わった (4)。

宿命的な盛岡高農の創設と開校

我が国初の高等農林学校が盛岡に創設された明治

35年、北海道・東北• 関東は大冷害凶作に襲われた。

翌明治36年1月には玉利喜造教授が初代校長として

盛岡に赴任、その年に最初の入学式が行なわれた。

開校式は明治36年5月に授業開始と同時に行なわれ

る予定であったが、前年の大凶作のため見送られた。

明治37年は日露戦争勃発のため挙式は延期。明治38

年 5月28日に開校式が行なわれたが、その年も

城•福島。岩手は明治35年の凶作を上回る大冷害凶

作に襲われた。翌明治39年4月の第 1回得業証書授

与式の年も連続して冷害凶作に見舞われた。このよ

うに盛岡島農の創設と開校期に東北地方が連続して

冷害凶作に襲われたことは、盛岡高農の設立趣旨か

らみて宿術的な巡り合わせであった。

玉利喜造校長は大冷害凶作の真っ直中、盛岡高農

初代校長として赴任してきた。玉利校長は冷害凶作

克服と東北振興に対して深い情熱や想いを持ち、盛

岡高農在任中数多くの講演や著作などを通して啓蒙

活動を続けた。そのことは、歴史を振り返る時、盛

岡高農にとっては幸連であった。

玉利校長の貢献は、盛岡高農創設の目標である「寒

地である東北地方における冷害凶作の克服」と「寒

地に適した農業法の開発」を緊急課題として取り上

げ調査研究に当ったことである。それでは玉利校長

は何時頃から東北振興「農業振興。冷害凶作などの

間題」に関心を持つようになったのか。

玉利校長は著作 (4)で「東北振興策に就いては、

去る明治三十四年山形市に於いて開催せる東北区実

業大会に於いても亦其の翌年北海道札幌に於いて開

催せる同大会に於いても希望の一班を述べたことも

ある。」と記している。札幌での講演は「東北と農

業（明治36年）」 (1)及び「東北飢饉に就て（明治

36年）」 (2) として発表、引き続き「農事奨励と其

成績（明治36年10月講演）」 (3)を著している。こ
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のような履歴から、玉利校長は盛岡高農赴任前、恐

らく高等農林学校創立計画委員会委員長に就任した

頃（明治33年3月）から寒地東北の状況について強

い関心を持ち、さまざまな東北振興策を模索してい

たと思われる。

更に玉利校長は開校式の前年（明治37年）に全国

農事会顧間として東北各県を巡回し、同年 5月3日

には盛岡で「東北振興策：大和民族の寒国に於ける

発展策」を講演している。その講演内容が9月に農

事会から発表された（写真2)。

この論述 (4)は、前記の初期著作「東北と農業」。

「東北飢饉に就て」急「農事奨励と其成績」をほぽ総

括した内容である。その中で、玉利校長は、盛岡高

農初代校長としてだけではなく、我が国における農

業事情をさまざまな観点から俯甑し、特に東北振興

（寒地に於ける農業振興や冷害凶作の克服など）に

就いて指導者として幅広い知見を述べている。

「私は昨秋（注：明治36年秋）より始めて東北寒

地に於ける在郷の事情を攻究し又有志諸君と相合し

て意見をも交換すべしとて諸所に出掛け屡々演説を

試みた。..何れ詳細なる意見は（注：明治37年）

四五月頃盛岡で具体的に発表する積もり・。若し愚

説にして採るべきものあらば是非実行を願ひた＜

云々と述べたのであるが幾多の演説を聞き幾千巻の

書籍雑誌を読みその各論卓説なるものを知ってもこ

れを実際に行はなくては御互に何の効用も無い事で

ある。」と緒言で述べ、東北振興について線々演説

したが実行することが肝要であると強調している。

玉利校長は、「我が国の寒地発展策として攻究す

ペき重大なる問題があるが、多くの物事（衣食住そ

の他の習慣や設備など）が寒地には適さない。東北

を振ひ興すには寒気に打ち勝つ手段を研究し、生活

写真2 東北振冥策一大和民族の寒国に於ける発展策

の状態を調査、従来の習慣を打ち破る必要がある。」

とし、衣食住はじめ身近な問題を具体的かつ詳細に

提起している。

「凶作と云うのは米作にのみ依頻するからである。

熱帯又は半熱帯作物である米（注：現在では稲の品

種改良。耕作技法の進歩。肥料や農薬の開発・気候

の温暖化。農地整理などで東北。北海道は稲作の適

地となった。）を東北地方の主癖物とするのが間違

いである。..東北に米作を廃止せよとは云わぬ。

又米作改良を不必要とも云わぬ。できるだけ沢山

作って宜しいが＇• 単に米食のみとすることは不賛成

である。」として馬鈴薯① 燕麦。玉蜀黍の栽培を奨

励している。さらに食用家畜として養豚を勧め食生

活（動物質食材）を改善し、住居 (a音＜寒い家屋の

改造やオンドルの採用）や衣料（緬羊の飼養と毛織

物の着用）も寒冷地に適するよう合理化すべきであ

るとしている。

また「寒国ならば寒国に相当すべき習慣を作り、

雪国ならば雪国に打ち勝つべく、その雪を利用すぺ

し。」と記しているが、当時このような発想は極め

て革新的である。近年になり雪国や寒冷地では、雪

や寒さを逆手に取り積極的に利活用すること（例：

寒じめ野菜や雪室。保冷庫など）が行なわれている

が、玉利校長は既に明治37年頃にはそれを提唱して

いる。

東北は農業国であるので最も奨励すべきは「農業」

であると即断することは謬見であり、東北振興には

「農業」のみではなく「工業」が重要であると論じ

ている。

何れにしても、ここで述べた事例の実現には「農

事改良」 0 「農業教育」・「農事組織」が必要であり、

農事改良には府県立農事試験場の設置、農業教育に

は全国規模での農学校の設置、農事組織としては各

府県農会の組織「全国農事会（参謀本部）」の働き

が重要であるとしている。

このように玉利喜遣校長はさまざまな視点から東

北振興・東北農業の発展について論説しているが、

注目すべきは「結語：東北開発に関する事情は六県

共通であるから六県心を一にして東北振作に努めな

くてはならぬ。..今は図らずも身自ら東北の人と

成りて親しく東北の事情を観察し余の希望をして

益々切ならしむるのである。自分もこれを奨める以

上は敢えて今後のお世話は辞退せぬ覚悟である。

とえ東北に居らぬ事情が出来ても身体が元気なる間

は東北に来て幾分の力を尽す積りである。」と明言

していることである。

-9-

玉利喜造校長しよ盛岡高農に赴任した時「図らず

も東北の人となり・• お槻話は辞退しない覚悟・。



今後東北にいなくなっても終生東北のために力を尽

くす。」と決意を述べている。その「ぶれない姿勢」

こそ活動の柱であったと思われる。

諸事情で延期された開校式（明治38年 5月28日）

において、玉利喜造校長は次のような式辞を述べて

いる (5,22)。

「本日当校の開校式を挙ぐるに当り. . (冷害凶作

で開校式が遅れたこと、盛岡高農の創設の経緯、教

育方針、建物施設等についての詳細な説明） .. 本

校設置の専門学と地方の実業に関して一言せんに、

東北地方の農業一般に幼椎なるは人の知了する所な

るが、東北は寒地なれば寒地相当の農業法を組識す

べきものなるに、従来関西、西南の温暖地方に於け

るが如き農法に準拠して何等特異の点なきが如し、

之れ東北農業の振はざる原因にあらずや。我農林学

校は農業未開の中心にあれば、特に其病根の救治研

究に怠らざるべし。而して畜産、果樹、森林経営、

獣医学の研究亦た至極の便利を有すれば、今後職員

ー同勉めて倦まざるに於ては、惟り学生養成のみな

らず亦た追々学術及実業界に於て見るべき成績を挙

げんこと期して侯つべきなり..J 
このように農業教育の必要性と寒地東北独自の農

法確立の重要性を指摘し、農業未開の中心にある盛

岡高農はその病根の救治研究を怠ってはならないと

している。この式辞からも東北振興に対する玉利校

長の一貰した思想がみられる。

ところが明治38年春、満を持した開校式が盛岡全

市をあげて盛大に行なわれたが、その直後に明治期

最大級の東北大冷害凶作が襲ってくることは誰が予

想できたか。菟利校長は自説「東北振興策」をさま

ざまな視点から記述してきたが、「冷害凶作の具体

的調査研究」は明治38年大冷害凶作を契機に行なわ

れることになる。

玉利喜造校長が東北地方の冷害凶作の原因究明と

その対策に取り組んだ足跡の一つが凶作関係資料

（古文書）の収集である。

玉利校長は東北地方に於ける凶作や飢饉の歴史的

実態を調べるため、明治40年頃に、元禄から天保年

間の旧南部藩時代の「凶作調査参考資料」 10集32冊

（内第八集三下は欠落）を収集し「凶作文庫」（写真

3)'を設けた。現在その文庫は貴重図書として本校

に所蔵されている。参考までに表題を以下に記す。

写真3 玉利喜造校長が設けた「凶作文庫J
「凶作調査参考資料」第一集

第一集（凶作見聞集：明和以来豊凶取調、凶年食

物製造法、農民労力解説、農具図解解説）、第二集（凶

荒誌）、第三集（天保四年発巳年凶作気候録、天保

飢饉百人一首）、第四集（天保荒欺物語）、第五集（著

聞集：天保飢饉）、第六集ー（腸日誌抜粋）、第六

集二（天保四発巳年凶作日誌：当領内御百姓八戸

願之筋留覚帳）、第六集三（明凶作記録覧）、第六

集四（軽地方凶荒一件甲）、第六集五（軽地方凶

荒一件乙）、第七集ー（救荒便覧前集）、第七集二：

救荒便覧後集上）、第七集三（救荒便覧後集下）¥

第七集四（救荒便覧総集）、第七集五（五穀熊尽

蔵全）、第七集六（御村古賞見聞記上）、第七集

七（村古官見聞記下）、第八集ー（孫謀録上）¥第

八集二（孫謀録中）、第八集三孫謀録下）、第

九集ー（民間価荒録）、第九集二（救荒事宜単）、

第九集三（丙丁録全）、第十集ー（飢饉考一巻）、

第十集二（飢饉考二巻）、第十集三（飢饉考三巻）、

第十集四（飢饉考四巻）、第十集五（飢饉考五巻）、

第十集六（飢饉考六巻）、第十集七（飢饉考七巻）、

第十集八（飢饉考八巻）、第十集九（飢饉考九巻）

当時（昭和JO年8月）盛岡高農図書館で作成した

「凶作関係文献目録」が所蔵されている (17)。これ

は玉利喜造校長が「凶作文庫」を設け参考資料を収

集して以来30年間に渡って図書館に蓄積された数多

くの凶作関係文献（史実・記録・研究・試験• 荒政・

年表。文献等）を閲覧用に整理したものである。

明治38年大冷害凶作への盛岡高農の対応
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主

明治38年は宮城•福島・岩手を中心に大冷害凶作

となった。 7月下旬から 8月にかけて冷温冷雨が続

き9月中旬にも気温が低下し、稲熱病や害虫が発生

した。減収率は宮城88%・ 福島76%・ 岩手66%にも

なり収穫皆無に近い状態であった。また翌明治39年

も連続して冷害凶作であった (5,6 ,15)。このよう

な深刻な大冷害凶作を契機にして、盛岡高農におけ

る冷害凶作の調査研究が本格的に始まることになる

が、その先導者が玉利喜造校長であった。

玉利喜造校長の調査研究業績 ． 

玉利校長は、盛岡高農就任前後に東北各地におい

て「東北振興策」を説いて回ったが、明治38年大冷

害凶作を実体験し、その原因の調査研究や対策に自

ら率先して取り組み、次々と論述を発表した

(23,25,26)。

〔l〕凶作に対する政策：中央農事報 70号、11-15(明

治39年1月）

〔2〕凶作に対する政策（上）：農事雑誌 937(31巻

2号）、 22-24(明治39年1月）

〔3〕凶作に対する政策（下）：農事雑誌 938(31巻

3号）、 38-39(治39年1月）

〔4〕凶作と東北の営農：大日本農会報 295号、

31-33 (明治39年1月）

明治39年の「凶作に対する政策」・「凶作と

東北の営農」はほぽ同じ内容で、標題に「凶作」

を記した最初の論文である。論題を凶作に絞っ

ているが基本的には「東北振興策ー大和民族

の寒国に於ける発展策」 (4)を踏襲している。

〔5〕凶作と燕麦：中央農事報 85号、 19-24(明治

40年4月）

〔6〕凶作と燕麦：農業世界 2巻4号、 1-8 . (明

治40年4月）

明治39年4月に秋田市で行なわれた東北区

実業大会での講演で、東北地方の凶作の歴史

と原因（冷気説）に触れ、「東北振興策」等で

述べている寒地に適した作物,(燕麦や馬鈴薯）

の栽培を奨励している。

〔7〕玉利博士談片（上下）：岩手日報（明治40年2月）

標題談片が示すように、記者が「気候と農

作物とに関する警告について玉利博士が語っ

たこと」を記事にしたものである。「明治35年

と38年の凶作の原因は潮流の関係に根拠を置

くことを否定出来ない（関説）」との発言がみ

9 られる。

〔8〕玉利博士の警告：岩手県農会報 49号、 25(明

治40年2月）

〔9〕玉利博士の凶作の警告：大日本農会報 309号、

35-36 (明治40年3月）

「東北の凶作に関しては一昨年（注：明治38

年）五月東北各県農会へは警告申上昨年（注：

明治39年）も五月秋田市で開会せる実業大会

に於て愚存申述候慮本年も既に寒明けと相成

昨年秋より本年寒中の気候その他に就て彼是

本年の気候を案ずるに本年も決して気候適順

なりとは認め兼ね或は近年中の最も不順なる

歳にあらずやと察せられ候間今より充分の御

準備あらん事を希望仕候・•他日喜造の警告

が無稽の妄言に了り諸君の御心配も水泡に帰

せん事御互の希望に候・・」と警告している。

〔10〕凶作予言の根拠；日本農業雑誌4巻 2号、

14-18 (明治41年2月）

〔11〕凶作の研究に関する玉利博士の談話：大日本

農会報320号、 46-49(明治41年2月）

〔12〕東北の凶作に就いて：農事通信 45号、 4-6(明

治41年3月）

上記はほぼ同じ内容である。盛岡高農は凶

作について最大の注意を払う責務があり、そ

のため「凶作文庫」を起し、稲作を除外した

農作経営試験のため経済農場を設け、教授ら

を各地に派遣して調査研究に当らせた。連年

の不作と凶作の警告、凶年と凶作の意義、凶

年周期論、凶年と地震の関係、凶年と寒流の

関係等について論述している。

〔13〕凶年の研究：農学会々報 80号、 2-60(明治

41年3月）

〔14〕凶年の研究（其二）：農事雑報 119号、51-62(明

治41年3月）

農学会臨時小集会で行なわれた講演を「凶

年の研究」及び「凶年の研究r(其二）」として

発表した（明治40年12月投稿）。後述するが、

この論文で「凶作四十年周期説」を提唱して

いる。

〔15〕凶作の教訓と民族発展の先決問題：農業世界

8巻16号、 1-6 (大正2年;11月）＇
〔16〕凶作の与えたる教訓：日本農業雑誌10巻 1号、

334-335 (大正3年1月）c :)';;、 ,, 令i

大正 2年の東北北海道の大冷害凶作を契機

に書かれたもので、「冷害凶作から何を学んだ

のか。米作を主とする農粟主義を改めて他に

適当な農作が重要である。」と自説を論じてい

る。「東北振興策：結語」で述べているように、

玉利校長は鹿児島高等農林学校初代校長とし

て転出（明治42年5月8日）後も、寒地東北

北海道における農業振興に深い関心を持って

いた。
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「凶作四十年周期説」の提唱

「凶年の研究」 (13〕の冒頭で「凶年と凶作」は異

なること、即ち「凶年」は冷湿その他種々な天候不

順不良の年である「悪年」を意味し、直ちに「不作

凶作の年：凶作年」と云うのではないと指摘してい

る。明治38・39年には西南地方は豊作、東北地方は

大凶作であった事例から、凶年凶作の学術調査研究

においては、地域・風土・先人の伝承・歴史的記録

（古文書）などに十分配慮して取り組まなければな

らないとしている。

宝利校長は、自から収集した「凶作文庫」等の資

料をもとに古くから伝わる凶年（飢饉年）における

気象状態を詳細に調べ、明治38年を基点に歴史をさ

かのぼりおおよそ40年間隔で凶年を示すことが多い

とし、「凶作四十年周期説」を提唱した。その区切

りは250年以前の寛永までは合致するが、それより

以前では合致しない。それは凶年の性質が異なるか

らではないかと推定している。

凶年の研究（其二）〔14〕では、凶作だけで凶年

の周期を決めるのは確実でないとして「凶年と地震

の関係」についても論じ、凶作40年周期の前後には

甚大な地震• 火山噴火•津波など自然災害が多発す

ること、さらに海外の地霞や火山晴火などの事例も

対象としなければならないとしている。特に「凶年

と地震」に相関があることを示唆したが、今後の調

査研究が必要であると結んでいる。

煎利校長の「凶作四十年周期説」は「凶冷（気象）

の原因」を直接解明するものではないが、古文書等

，写真4 玉利堂の易断
玉利校長と関教授の冷害予知を中傷した風刺漫画

によって凶作予想の研究を始めて行なったものとし

で注目される。

玉利喜造校長と関豊太郎教授への批判

日本農業雑誌（明治40年5月） (8, 9) は風刺漫

圃「菟利堂の易断」（写真 4) と社説「本年呆して

凶作乎」を掲載し、玉利喜造校長と関豊太郎教授の

研究を批判• 中傷している。

机上には「米作股凶易断玉利堂」の行燈が置かれ、

「盛岡高等農林」の椅子に座った「易者」（注：玉利

校長）が易棒を振って占い、その向で男たちが複雑

な表情で見物している様子が画かれている。下には

皮肉たっぷりな説明が書かれている。「今年の東北

地方米作は到底凶作を免れないと易の表に現れてい

ると断言しているもののソコが当るも八卦当らぬも

八卦、当らなかったら泊券が下る慮から“ドウセ凶

作だから肥料なぞ施すは無益”と放言して、仮令天

候平順でも肥料不足で凶作にしてやろうとの易者の

魂謄だろうとは穿ちすぎか邪推か、之れも当るが八

卦当らぬが八卦、ヨイヤ勝負は暫時お預かり。J
社説では「明日の天気すら正確に予報することの

できぬ現今の利学会に於て、前年より翌年または年

の初めに於て其年の豊凶を占う事が出来ることなら

ば、是れ気象学会の絶大の発明である。寧ろ革命で

あると言って支えなかろう。..盛岡高等農林学校

の関教授が発表せられたる論文は、其の根底に於て

原因結果の錯綜を来している。..関氏の調査は甚

だ疎漏である。材料が両甚だ不足である。此の如き

不十分なる材料を以って結果を妄断することは学者

として避けざるべからざることではあるまいか。..」

と、関教授を名指しで批判している。

この批判• 中傷の背景は、歪利校長の論述〔 7,8,

9,10〕及び関教授の「凶作原因調査報告」 (6)・「東

北凶作の原因に就て」 (7)等で報告された冷害原

因調査と冷害予知の間題である。

玉利校長は明治38年から明治40年までは 5月頃の

気候が不良であるとして 3年連続して不作を警告し

ている。明治38年に東北各県農会に出した警告は適

中し大凶作となり、明治39年も予告通り不作であっ

た。明治40年には 2月頃に東北六県農会に凶作対策

の警告を出したが、この年は凶作ではなかった。こ

のような玉利校長の冷害凶作に対する警告（予知）

は科学的根拠がなく農民を惑わすものであるとして

批判を受けることになった (12,26)。玉利校長と関

教授への批判• 中傷の先鋒は、関教授の前任者で

あった稲垣乙丙教授（東京帝国大学農科大学）で、

主に関• 稲垣両教授の間で激しい論争が行なわれた

(26,27)。
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明治38年大冷害凶作を境にして、盛岡高農では玉

利校長指導のもと冷害凶作の原因解明とさまざまな

対策に乗り出した。ここでは以下の 4項目について

取り上げた。

経済農場の開設と伊藤清蔵教授

玉利喜遣校長は、東北振興策の一環として「東北

地方のような寒国においては米単作に依存すること

が間題であり、米以外の作物で収益をあげる農業経

営法の研究が重要である。」と従来から主張してい

た。このような玉利校長の考えもあり、農場用地と

して御明神演習林に隣接した岩手郡御明神村所在地

260町歩を農商務省から譲り受け（明治39年10月30

日）、経済農場（現御明神牧場）が閲設された。

「伊籐博士は東北農業の開発に少なからず意を注

がれ・。本校大石野の経済農場は主として博士の設

計に基づき東北不毛原野閲墾の質に供せんとするも

のにして・• 東北原野開墾の好模範として立つべき

や疑を容れず。」 (16) とあるように、経済学・農業

経済及農政等を担当する伊藤清蔵教授が玉利校長の

意向を受け農地整理や農場経営に取り組んだ。

伊薦清蔵（明治 9年・山形県河北町生れ）は、明

治28年7月札幌農学校予科卒業、明治33年7月に本

科卒業し、恩師佐藤昌介教授（花巻出身。後の北海

道帝国大学初代総長）のもとで助教授となる。農学

研究のため欧州へ留学（明治35年8月 1日）、新渡

戸稲造教授（盛岡出身）の勧めにより主にドイツ・

ボン大学で農業経済学を修学した。大凶作の翌明治

写真5 (前左から）玉利喜造校長、大森順造教授、
関豊太郎教授、伊藤清蔵教授

第3回得業記念写真（明治41年3月）

39年6月25日（この年も冷害）に帰校し、盛岡高等

農林学校教授（農学科。農業経済学教室）に任命（明

治39年 7月30日）された（写真 5)。赴任後は新設

の経済農場の主任（明治40年4月25日）及び農場長（明

治42年5月29日）として、農場の設計や経営を担当

した (11)。伊籐教授が盛岡高農在任中に書いた著書

「農業経営学」 (13) は、我が国における農業経営学

分野の名著と云われている。

ところが伊藤教授は、明治42年6月21日、休職扱

いで（退職日：明治44年6月27日）南米アルゼンチ

ンに移住し農畜産業に従事、有名な大牧場主となっ

た (24,28)。伊藤教授は盛岡高農文芸会（明治42年

8月6日）で「なぜ南米アルゼンチンに植民として

行くのか」など移住の理由を述べ、「アルゼンチン

に自由移民をなし、此地に於ける日本人の前衛たら

んとす。 0 」(15) と決意を表わしている。また「教

授伊藤博士を送る（村社新）」 (16) では「博士は

自己の研究調査を唯一規準としてこれを未だ曾つて

踏査せざる海外万里の異域に試みんとす。。」と伊

藤教授の心情が綴られている。

「伊藤の最大の功績は、幾つかの作物を組み合わ

せて栽培しなければならない畑作地帯の土地利用の

間題を農業経営研究の中心に据え、この問題に取り

組まなければ、農家の直接の関心事である労働力利

用の問題を解決できない、としたことである。彼が

育ち、かつ学んだ東北。北海道の寒冷地畑作農業の

根幹に触れる間題であったから、具体的な解決策を

提示するには長期にわたる実際の経験が必要であっ

た。」 (24)

伊藤教授は農学者であるが何よりも実践家であっ

た。アルゼンチンヘの植民は「実学であり人生実験」

であった。伊藤教授の「学問は実学なり」との思想

は、奇しくも盛岡出身の 2人の恩師佐藤昌介教授と

新渡戸稲造教授は勿論、盛岡高農での経験や歪利喜

造校長の影響を強く受けていると思われる。

明治三十八年岩手県凶歓之研究

伊籐教授の研究生であった橋田正男〔農学科：第

1回農学得業士（明治39年4月26日）・研究生（農

業経済学及作物）・助教授（明治41年4月14日～同

年11月26日）〕は、同教授指導のもとで明治38年の

岩手県凶作調査とその救済策を調査研究し、 162頁

に及ぶ論文「明治三十八年岩手県凶歓之研究」（写

真 6) (10) をまとめた。この論文の冒頭には玉利

喜造校長の「序」及び伊藤清蔵教授の「閲並序」（明

治40年2月15日）が掲載されていることから、玉利

校長と伊藤教授は橋田正男の調査研究に期待してい

たものと思われる。
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写真6 橋田正男編著「明治三十八年岩手県凶敷之
研究」（明治40年6月）

この研究では、凶作の状況、原因（素因：気候の

異常• 海流の異動・気圧の異常、誘因：外的状態・

内的状態）、救済方法（食料上の救済法、農業上の

救済法、副業の奨励法等）、影響『（消極的影響：精

神的及び物理的影響、積極的影響：納税・教育・衛

生・商工業・土地所有・経済）について詳細に論述

している。つまり凶作を単なる天災地変とか農業技

術面の間題としてではなく、社会・経済・政策・教

育などさまざまな角度から論じ、特に気候上の間題

については関豊太郎教授の水温と凶作との関係につ

いての最新の調査研究〔後述する関説（潮流説• 海

温説）〕を引用し、豊凶予知には海水温度の調査が

必要であるとしている。

橋田正男による調査研究は、玉利喜造校長• 伊縣

清蔵教授• 関豊太郎教授の指導で短期間にまとめら

れた秀作で、盛岡高農における重要な初期冷害研究

の成果であろう。

玉利喜造校長は、序文で「・・旧南部領の如きは

東北凶作地帯の衝に当るを以て我が盛岡高等農林学

校をその中心に設立せられたるの観あり、不肖去る

三十五年凶作の翌年盛岡に来り、爾来四閲歳にして

二回の凶作に遭遇す、東北の凶作なるものは若し人

事を尽すに於ては十中八九分は必ず免かれ得べきも

のに属するが如し、我が校凶作に対する研究なくし

て可ならんや、即ち一方には凶作文庫なるものを特

設して東北凶作に関する1日記参考書類を蒐集し、一

方には凶作の原因を研究・• 水田には特に凶作に対

する稲作試験を行ひ、経済農場に於ては米以外に就

て収利を挙ぐべき農業経営法を試みんとす。」として

「盛岡高農における積極的な冷害凶作研究と実践的

農業経営の必要性」を述べている。この序文からも、

玉利校長の東北振興に対する揺るぎない信念と自説

の諸策を実行する意欲を読み取ることができる。

凶作地耕地整理事業に生徒派遣の顛末報告

生徒派遣も盛岡高農の凶作事業の一つであった。

明治38年の大凶作における農民救済事業の一つとし

て各県で一斉に行なわれた「冬期耕地整理事業」に

おいて測最技師が不足したため、盛岡高農は耕地整

理と測量を学んだ生徒22名を岩手県や福島県等に派

遣した。福島県には派追生徒が多いため林学の木村

三郎助教授（林学実習• 森林測量）をつけ、また事

業終了に際しては土地改良を担当していた関豊太郎

教授と薗部一郎講師（林政学）に視察させた。

「昨年（注：明治38年）東北地方凶作なるより各

県共窮民救助の目的を兼て種々の土木事業を起し殊

に耕地整理の如きは各地に散在して施行し..各県

一時に土木事業起りたるを以て適当なる技師を得る

に困難なるを察知し当校は幸ひ一月中休業なるゆヘ

当校生徒を測量技師に利用しては如何とのことを是

等各県に通知したるに、岩手県よりは二名福島県よ

りは十六名外に郷里の事業を助るの精神を以て直接

交渉に依て出向きたるもの四名合せて二十二名を出

したる・。今回当校より生徒を派遣するに至りしは

生徒教育上且つ凶作地方援助にも相成ることに

て..福島県へは多数生徒の出向くことゆえ当初生

徒を実地に配置する折にも測量熟練の木村助教授を

附して起業せしめ、・，関教授薗部講師を派遣して

設計測景の成韻を視察せしめたる・・」 (22)

明治三十九年と明治四十年稲作期間の気象

農学科第 2回得業生（明治40年3月）の武田清治

は、物理気象学教室（当時、関教授が「物理及気象」

を講義していた）の気象観測成韻と水稲作況の比較

対照試験を行ない、「明治三十九年及四十年稲作期

間の気象」（明治41年4月） (14)を発表、「東北の

豊凶を左右するものは主として八九雨月の気候如何

に依るものであろう。」としているeこの研究も予

利校長の「気象と稲作の試験」の一環である。

昭和 8年5月1日に開校三十周年記念式が挙行さ

れ、その記念式行事の一環として新渡戸稲造博士が

招待された。新渡戸博士は 5月15日に来盛し講演（演

題：国際事情と産業組合に就ひて）、翌16日に「新
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渡戸稲造博士歓迎会」（写真 7) が公会堂多賀にて

催された。同月18日には新渡戸博士は盛岡高農で講

演を行なったとの記録（校友会報60号：昭和 9年2

月11日）はあるが、演題や内容については不明である。

新渡戸博士が来校したとき「ここには一種の奥ゆ

かしい校風がある。それは玉利スピリットが流れて

いるのだ。Jと語ったとの記述 (21) がみられる。

昭和 8年と云えば、玉利喜造初代校長が盛岡を去っ

て四半世紀も経っていたが、盛岡高農（上村勝爾 4

代校長）には「玉利スピリット」が受け継がれていた。

「玉利スピリット」とは何か。異空間ともおもえ

る盛岡高農のキャンパス。玉利喜造初代校長が種を

まき歴代校長や教授達が受け継いだ盛岡高農の校

風。至誠一貰。質実剛健のモットーのもとでの実践

的教育研究と人材育成。それは盛岡高農の設立理念

「学間は実学なり」の精神に基づくものであり、今

風に云えば「象牙の塔Jではなく「地域社会への貢

献Jである。

ところが新渡戸1専士来校の翌年（昭和 9年）には

再び大冷害凶作に襲われ、盛岡高農はその調査研究

に対応することになる。

盛岡高等農林学校は、宿命とも云うべき「東北地

方の常習的冷害凶作の間題」に玉利喜造校長をリー

ダーとして全校あげて取り組み、関係教授らを災害

地に派遣して実情調査に当たらせた。大冷害凶作年

（明治38年）に赴任してきた関豊太郎教授（地質及

土壌学教室）も、専門外とも云える冷害気象の調査

研究に取り組み歴史的業績を残している。それにつ

いては次稿にまとめたい。

多くの論文資料を参考にさせて頂いた亀井茂先

生及び伊籐清蔵教授の資料を提供して頂いた工藤

写真7 新渡戸稲造博土歓迎会（公会堂多賀）
新渡戸稲造博士（向側席右3人目）

上村勝爾4代校長（同4人目）

朗氏に謝意を表します。
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